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中学校卒業後の進路について。 

中学校を卒業すると，自分の進路は自分で決めなければなりません。３年生

になり，進学を希望する人は，自分の学力と志望校を徐々にすりあわせてい

かなければなりません。就職を希望する人は，自分の性格や特性を把握した

上で職種を考えなければなりません。いずれをの進路を選ぶにせよ，「継続す

ること」を大前提に考える必要があります。 

 これから自分の進路を考えるために，中学校卒業後の選択肢として，どの

ような道があるかを紹介します。ぜひ参考にしてください。 

 

【 Ａ． 就 職 】 

(1) 縁故就職･･･親類や知人を頼って就職する。 

(2) 紹介就職･･･求人一覧表をもとに希望職種・事業所を選定し，学校を通じて

職業安定所(ハローワーク)に申し込む。 

※近年，中卒生に対する求人数はほとんど０に近いとのことです。また，就職

希望の中卒生に対して，将来を考慮に入れて定時制高校への進学を強く勧める

傾向があるそうです。 

【 Ｂ． 専 修 学 校 ・ 各 種 学 校 】 

(1) 専修学校･･･職業教育から家政その他の生活上に役立つ知識や技能を習得させることを目的と

し，実用的専門的な教育機関であり，正規の高校とは異なる特色を持っています。 

① 高等課程･･･中学校卒業以上（高等専修学校） ※３年制が多い 

② 専門課程･･･高等学校卒業以上（専門学校）   ※２年制が多い 

③ 一般課程･･･年齢学歴に関係なく学べる       ※各種学校も同様 

※中学卒業生が入学できるのは，主に高等課程。基本的に高卒資格はないが，通信制高校との技能連携により高

卒資格が得られるところもある。 

(2) 各種学校･･･専門的な技能や知識を習得する学校で短期間（３か月～）。 

        自動車運転，タイプ，速記，珠算，洋・和裁などの技能が学べる。 

        中卒以上や高卒以上，１８歳以上など対象年齢は様々。 

 

【 Ｃ． 高 等 職 業 技 術 専 門 校 】 

 産業界における急速な技術革新の進展により，技能者はより一層豊かな知識と技術が求められ

ています。これらの要請に応えられる職業に必要な専門の技術を，特に実習に重点をおいて習得

することができます。 

・中学校経由で職業安定所（ハローワーク）へ必要書類を提出し，応募します。 

・定時制高等学校などと併願できます。 

・訓練修了の際，ハローワークから職業相談，職業紹介されます。 

【 Ｄ． 高 等 専 門 学 校 】 

 深く専門の知識を教えて職業に必要な能力を育てることを目的として，

工業に関する専門教育をするところです。機械システム・電子情報・都市

環境・メカトロニクス・環境物質化学などの専門コースがあります。５年制で卒業後は専門技術

者として活躍できるほか大学への編入学もできます。 

 近畿圏内では，大阪府立大学工業高等専門学校，奈良工業高等専門学校，和歌山工業高等専門

学校，鳥羽商船高等専門学校など９校程度あります。 

【 Ｅ． 高 等 学 校 】 

(1) 私立高校･･･独自の教育方針の下，特色のある教育のしかたをし，その学校の伝統や，学校創

立のときの精神を身につけさせる人間教育を行います。キリスト教，仏教，神道などの宗教のほ

か自由主義や道徳教育などを教育の精神としている学校もあります。 

(2) 公立高校･･･地方自治体が設立者となります。原則として男女共学で，納付金は私立高校に 

比べて少なくて済みます。合格後の辞退はできません。 

 現在は学区が撤廃され，大阪府の府立高校はどこでも受験できます。受験する学科により特別

選抜と一般選抜の２種類があります。 

奨学金の案内 

交通遺児育英会奨学金 

対象・・・保護者が交通事故で死亡・重度後遺障害となった家庭の者。 

種別・・・無利子貸与     奨学金月額・・・２万，３万，４万からの希望選択。 

あしなが高校奨学金 

対象・・・病気・災害・自死などで保護者が死亡，または障害（１～５級）を負っている家庭の子ども。 

種別・・・無利子貸与＋給付 

奨学金月額・・・国公立 4 万 5 千円（うち貸与 2 万 5 千円，給付 2 万円） 

        私立  5 万円   （うち貸与 3 万円，  給付 2 万円） 

          ※ 申し込み希望者は進路担当の西岡まで。（TEL：072-252-0347） 

進 路 だ よ り 


